
考える者は一定量いるが、精神論をふりかざすだけで
今後の和室需要を下支えできるとはいいがたい」とし、

「居住者が構成材の具体的な性能の良さに関する知識を
持ち、正しい手入れの仕方を知ることで、和室は実生
活の場面で積極的に必要とされるのではないかと考え
る。」と結論づけている。

上記の点を考えると、和室や畳は、小さな子どもが
いる家庭で活用できる可能性があるのではないかと考
えられる。

子育て期の中でも、乳幼児期は人間形成の基礎を培
う重要な時期である。そのため、生活の基盤である住
まいの環境は重要であると言える。また、子育ての主
体である保護者にとっても住まいの環境は心身に影響
を与え、子育てにも影響してくる。

近年、住まいでの子どもの事故の増加や、保護者の
育児・家事負担感の増大などに伴い、「子育て支援マン
ション認定制度」「キッズデザインの家」のように子ども
や子育てをする保護者のことを考えた住まいづくりが
始められるようになってきた。その中には、例えば、『大
阪市子育て安心マンション認定制度』14）のように「転倒
した際にけがをしないよう、弾力性に考慮した下地や、
フローリング、クッションフロアなどの床材を使用し

Ⅰ. 緒言
和室及び床材としての畳1）は、日本の伝統的な住文化

である。しかし、近年、日本の住宅において和室が減
少していることが様々なところで指摘されており、首
都圏の調査や全国調査によって和室のない住宅が一定
数存在することも報告されている2）3）。また、農林水産
省の継続的な調査により、いぐさの生産量や畳表の国
内供給量も減少している4）ことも明らかとなっており、
和室や畳の減少を裏付ける結果であると言える。

畳を床材とした床に座る住様式の空間の長所として、
空間の転用性が高く多様な住生活を保障する空間とし
ての長所を持つことが古くから認識されており 5）、切原
ら6）は、和室は、床の間を備えた「座敷」とも呼ばれる
接客を意識した空間から、現在は家族生活空間化して
おり、住まい手の個別性を発揮できる可能性を指摘し
ている。また、和室の床材として使用される畳には、
弾力性、保湿・断熱効果、吸湿・放湿効果、吸音効果等7）

～ 12）がある。近年では、森田らの研究12）にあるように、
心理的効果・リラックス効果があることも明らかになっ
ている。

竹原ら13）は「日本のアイデンティティーとして和室を
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子育てにおける畳の意義、子育てにおいて求められる畳像を検討することを目的として研究を行った。
①　乳幼児のいる家庭の約9割の住宅に畳空間があり、8割以上の人が子育てにおいて畳が「必要である」と考えていた。
②　畳空間は「寝室」「多目的室」として多く使用されていた。生活行為別では、「休養の場」としての使われ方と、「体を

動かす遊びの場」としての使われ方が見られた。畳の上での乳幼児の様子は、ゴロゴロしている等、姿勢に関す
る項目が最も多かった。畳の弾力性・保温性、等といった利点がこのような生活行為や乳幼児の行動に繋がった
ものと考えられる。

③　子育てにおける畳の利点は「直に寝転ぶことができる」の割合が最も高く、ハイハイをしたり寝ころんだりする
ことが多い乳幼児をもつ保護者にとって大きな利点となっていると言える。欠点は衛生面であり、畳の良さを活
かしながらいかに欠点を改善していくかが子育てにおける畳の使用の課題と言える。

④　畳への評価や新しい畳の利用希望は高かった。畳の特性や新しい畳等、子育てをする保護者が情報を得られるよう
な機会を設けることが求められる。
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Ⅲ. 結果及び考察
1 . 対象世帯と住居の概要
対象世帯の概要を表1に示す。

ている。」という、柔らかい床材を使用し、子どもの転
倒への対応を定めているケースもある。この点から見
ると、日本の伝統的床材である畳には弾力性があるこ
と2）から、子育てに適した床材であるという事が出来る。
また、動き回ることの多い子どもの転倒のような事故
対策だけでなく、いぐさの香りによるリラックス効果
は、子どもにとって安心できる場となりえると考えら
れる。以上の点から、畳は子どもや子育てをする保護
者に安心・安全な床材であると考えられる。しかし、一
方で、畳には、ダニやカビが生じやすい等の短所があ
ることも確かである。

そこで、本研究では、和室のデザインが従来の書院
造を元にした伝統的なデザインから洋風のデザインま
で多様化していることを考慮し、畳を床材として使用
した空間を「畳空間」として、畳空間の使用について
子育て期、特に、乳幼児のいる家庭を対象として、畳
の使用状況や、畳の上での子どもの様子や保護者の畳
に対する意識などを調査し、子育てにおける畳の意義
や求められる畳像を検討することを目的として調査を
行った。調査時期がやや古いが、和室や畳という空間・
床材が子育てに及ぼす影響に関する研究が少ないこと
から、ここに報告する。

Ⅱ. 調査概要
（1）調査方法

調査対象は、島根県松江市内の幼稚園（2園）・保育所
（2園）・幼保園（1園）に通う乳幼児の保護者、及び子育
て支援センターを利用する乳幼児の保護者である。居
住形態や保護者の就労形態、子どもの在宅時間等によ
り違いが生じると考え、様々な施設、及び様々な地域
にある園・センターを選定した。

調査票は各園・センターを通して配布・回収を行った。
調査内容は、乳幼児のいる家庭における畳の使用状

況、畳の上での乳幼児の様子、保護者の畳に対する意識・
ニーズ、畳の良い点・困っている点、新しい畳の使用希
望等である。

調査期間は、平成23年11月～ 12月。
アンケートの配布部数は、699部（幼稚園183部、保育

所295部、幼保園180部、子育て支援センター 41部）、有
効回収部数331部、回収率47.4％である。

（2）用語の定義
今回の調査では、空間のデザインにかかわらず畳を

床材として使用した空間を「畳空間」と表現する。
また、最初から床材として使われている畳を「敷き

畳」、元々ある床の上において使われる畳で、動かすこ
とができるものを「置き畳」と定義した。

さらに「敷き畳」は、襖などを閉めると独立した部屋
になる「畳部屋」と、部屋としては独立していない「畳
コーナー」に分類した。「畳部屋」と「畳コーナー」をあわ
せて「畳空間」と表現することとした。

回答者は母が94.0％、父が6.0％と母が約9割であった。
また、乳幼児の平日昼間の在宅時間の長さによる影

響を見るため、乳幼児の平日昼間の状況を保育所・幼稚
園・自宅の3タイプに分類した。乳幼児が複数いる場合
は、最も在宅時間が長い乳幼児に合わせて分類した。
例えば、幼稚園に通っている乳幼児と自宅にいる乳幼
児がいる家庭は「自宅」に分類する、という形である。

対象住戸の概要を表2に示す。
建て方は集合住宅が56.5％、一戸建てが43.2％で集合

住宅が若干多くなっている。

2 . 畳空間の設置状況と用途
まず、畳の設置状況を図1に示す。約9割の住宅に、

何らかの形で畳があった。逆に言うと、約1割の家庭に

表1　対象世帯の概要

表2　対象住戸の概要

図1　畳の有無と種類
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3 . 畳空間で行われる子育てに関連した生活行為
畳空間で行われる子育てに関連した生活行為につい

て尋ねたところ、主に「就寝」「昼寝」の休養の場として
の使われ方と、「おもちゃで遊ぶ」「じゃれ合う」の体を動
かす遊びの場としての使われ方の2つが上位を占めた。

「おむつ替え」や「食事」等はあまり行われていなかった。
これを、乳幼児の平日昼間の状況別に見たものを図3

に示す。
ほとんどの生活行為において、「自宅」の場合に行われ

ている割合が高かった。これは、乳幼児の在宅時間が多
いことから当然の結果と考えられる。特に、「おむつ替
え」は「自宅」の場合4割近い家庭で行われており、「保育
所」・「幼稚園」との差が大きかった。「おもちゃで遊ぶ」、

「昼寝」等の割合が高かったことを合わせて考えると、
他の床材に比べて柔らかい、冷たさを感じにくい、等
の床材としての畳の特徴が影響しているのではないか
と推測される。また、「おもちゃで遊ぶ」「じゃれ合う」「昼
寝」「着替え」等、様々な用途に使用されているのは、室
の用途として、「多目的室」という位置づけの使用方法が
2位であったことから、子どもや子育てに関連した生活
行為が行われることにつながっているのではないかと
考えられる。

4 . 畳の上での子どもの様子の違い
畳の上と住宅内の他の場所で、子どもの様子に違い

が見られるかどうかを尋ねた結果を図4に示す。
「違いあり」は約3割であった。
これを、母親の年齢別に見た結果を図4に示す。母親

の年齢が高いほど「違いあり」が多くなっている。経験
を積むことにより、乳幼児の様子の違いに気づきやすく
なるからではないかと考えられる。このことから、畳の
上での乳幼児の様子に違いがあるが、保護者自身が気づ
いていないケースもあるのではないかと推測される。

畳がないとも言える。この結果から、畳を床材とした
空間がない住宅は、既往の研究で指摘されているよう
な首都圏のような大都市の住宅2）3）だけでなく、地方都
市においても存在していると言える。

内訳を見ると、「畳空間」がある住宅が86.4％で、その
うち「畳コーナー」は極めて少なく、ほとんどが「畳部屋」
であった。

なお、「置き畳のみ」は少数であったことから、本報で
は「畳空間」について分析を行う。

住宅における畳空間の用途について、図2に示す。
畳空間の用途は寝室が最も多く、続いて多目的室で

あった。また、子育てに使用するかどうかも尋ねたとこ
ろ、若干割合が少なくなるものの、子育てに関係のない
用途と同様の傾向が見られた。篠田15）は、乳幼児がいる
家庭では、9割の家庭が1つの空間で添い寝をしている
と述べており、それが表れた結果であると考えられる。

そこで、この結果を、保育所・幼稚園の調査8）と比較
したところ、保育所・幼稚園では「違いあり」が約8割で
あったことから、日常的に子どもを見ているため、家
庭では乳幼児の様子の違いが認識しにくい部分がある
からではないかと考えられる

次に、畳の上での乳幼児の様子を具体的に自由記述
で記入してもらった。その結果、「畳の上でだけごろご
ろする」「畳の上でだけ正座する」「のんびりしている様

図2　畳空間の用途と子育てにおける用途

図3　乳幼児の平日昼間の状況別に見た
畳空間で行われる子育てに関連した生活行為

図4　母親の年齢別に見た
畳の上での乳幼児の様子の違いの有無
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5 . 畳の上で乳幼児に感じて欲しい点
畳の上で乳幼児に感じて欲しい点を尋ねたところ、

「やすらぎ」「温かみ」といった居心地の良さが上位を占
めた。次いで「和の感性」や「畳の素材感」があげられた。

「和の感性」と類似した項目である「伝統・文化」は「和の
感性」より少なかった。

これを、乳幼児の平日昼間の状況別に比較をした結
果を図7に示す。

子」「じゃれ合う」「裸足で走る」「おもちゃを広げる」「ハ
イハイしやすそう」等、様々な記述が得られた。

それらを、類似点から分類したところ、図5に示すよ
うに「姿勢に関すること」「遊びに関すること」「気持ちに
関すること」「その他」の4つの項目に分類できた。

4つの項目について記述した人の割合を集計した結果
を図6に示す。

最も多かったのが「姿勢に関すること」で次いで「遊び
に関すること」であった。具体的には、「寝ころぶ」「ごろ
ごろする」といった記述が多かったことから、畳の特徴
である柔らかい、冷たさを感じにくい、等により、乳
幼児がこういった姿勢を他の床材よりも取りやすいの
ではないかと考えられる。また、「畳の上でだけ正座を
する」という記述もあり、畳ならではの姿勢ではないか
と言え、畳を床材として使用することによって、日本
の生活文化が自然と伝わっていく一例ではないかと考
えられる。
「気持ちに関すること」ではいずれも居心地の良さを

表すものであるが、「姿勢に関すること」とは異なり、乳
幼児の具体的な様子というよりは保護者が見て乳幼児
がそのように感じているように見えるという項目であ
り、抽象的ではあるが、畳自体のリラックス効果が表
れた項目であると言えよう。
「遊びに関すること」ではいずれも体を自由に動かし

て遊ぶものとなった。畳空間の用途として、「寝室」「多
目的室」が多かったことから、畳空間内には家具が少な
いと推測され、そのため、他の空間より身体を動かし
やすいのではないかと考えられる。また、畳が柔らか
いため、転倒しても痛くない、裸足で走っても足の裏
が痛くない等の理由から、乳幼児自身も身体を動かし
やすいことが考えられる。

図5　畳の上での乳幼児の様子の分類

図7　乳幼児の平日昼間の状況別に見た
畳の上で乳幼児に感じて欲しい点

図6　畳の上での乳幼児の様子

「やすらぎ」「温かみ」「解放感」は、自宅・幼稚園・保育
所の順に割合が多く、乳幼児が住宅内で長時間すごす
場合ほど、リラックス感を感じて欲しいと考えている
と言える。しかし、これらの項目は畳でなくても感じ
ることが可能である漠然としたものである。畳の上で
の乳幼児の様子でも、この漠然とした「気持ちに関する
こと」をあげた人が3割近く存在しており、何故こういっ
た感覚を畳の上で感じて欲しいのか、何故感じられる
と考えるのかを、今後検討していく必要があろう。
「和の感性」「伝統・文化」は、若干ではあるが幼稚園に

おいて最も多かった。これは、幼稚園が教育機関であ
ることから、教育的視点を持っている保護者がいるた
めではないかと考えられる。また、「伝統・文化」と「和の
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8 . 子育てにおける畳の欠点
次に、畳の欠点について尋ねたところ、「擦れてクズ

が出る」「水をこぼすとしめる」「ダニが発生しやすい」が
上位を占めた。

これを、子育てにおける畳の必要性別にみた結果を
図10に示す。

感性」については、昼間、幼稚園・保育所で過ごしてい
る子どもの保護者で差があり、この2項目は類似してい
るものの、異なるものとして捉えられているのではな
いかと推測される。

6 . 子育てにおける畳の必要性
子育てにおける畳の必要性を尋ねたところ、8割以上

の保護者が子育てに畳は必要であると答えた。
これを、自宅の畳空間の有無別に見た結果を図8に

示す。「畳あり」の方が必要性を感じている割合が高かっ
た。これは、自宅に畳があることによってその有効性
が感じられた結果だと考えられる。その他、畳の上で
の乳幼児の様子の違いの有無別でも差が認められ、違
いがあると感じている保護者は全員が「必要」と感じて
おり、畳の上での乳幼児の様子の違いは「良い違い」で
ある、ひいては乳幼児に良い影響があると受け止めら
れているものと推測される。

図8　畳空間の有無別に見た
子育てにおける畳の必要性

図10　子育てにおける畳の必要性別に見た
子育てにおける畳の欠点

7. 子育てにおける畳の利点
子育てにおける畳の利点について尋ねた。「直に寝転

ぶことができる」が最も多く、「温かみがある」「リラック
スできる」と続いた。畳は、フローリングのように固く、
冷たくないため、ハイハイをしたり寝転んだりするこ
とが多い乳幼児をもつ保護者にとって、特に大きな利
点となっていると考えられる。また、「温かみがある」「リ
ラックスできる」などくつろぐことができる点や、「ケガ
をしにくい」といった安全面においても評価されていた。

これを、子育てにおける畳の必要性別にみた結果を
図9に示す。

どの項目も、「必要」と感じている人で評価されていた
が、「必要」と感じている人は、特に、「直に寝転ぶことが
できる」という点と、リラックス・温かみ・感触という特
徴を評価していた。

一方、差が小さかったのは、「ケガをしにくい」「音が
響きにくい」「伝統・文化に触れる機会になる」で、弾力
性・吸音性といった畳の物理的特徴と、古くからある日
本の伝統的文化に関する評価は、子育てへの畳の必要
性とは関係が小さいと考えられる。逆に言うと、これ
らの畳の特徴は、子育てや畳の必要性等に関係なく、
畳の特徴として評価されている項目であると言えよう。

図9　子育てにおける畳の必要性別に見た
子育てにおける畳の利点
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けでなく水分を落とすことを嫌う人が多く、希望が多
くなったのではないかと考えられる。

また、「いぐさ・カラー畳」の希望が多かったのは不要
派であった。畳の利点について伝統・文化・素材感といっ
た点では不要派と必要派で評価に差がなかったことか
ら、いぐさという伝統的素材を評価した上で、色が選
べるというデザイン性も評価した結果ではないかと考
えられる。

どの項目も、「必要でない」と感じている人があげてい
る割合が高くなっていた。しかし、差はあるものの、

「擦れてクズが出る」「水をこぼすとしめる」「ダニが発生
しやすい」「カビが発生しやすい」「汚れが落ちにくい」は

「必要」と考えている人でも欠点としてあげている割合
が高く、また、利点と比較すると、畳の必要性による
差が小さく、これらが畳の主要な欠点として捉えられ
ていると言える。

近年、アレルギーをもつ子どもが増えている現状を
考えるとダニやカビへの対応は必要なことであり、子
どもの活動によって畳が汚れたりクズが出ることが多
いことを考えると、これらの欠点は、今後、解決して
いかなければならない課題であると言えよう。

9 . 新しい機能を持つ畳の利用希望
畳は、畳床が稲藁、畳表はいぐさで作られるのが従

来の形であった。しかし、近年では、畳床が稲藁で作
られることはほとんどなくなり、インシュレーション
ボードが使用される物が大半を占めるようになった。
近年、畳表も、いぐさ以外の材料が開発され、使用さ
れ始めている。さらには、従来の畳にはない機能を付
加された畳表も開発されている。そこで、伝統的な畳
とは異なる特徴をもつ畳を7種類あげ、その利用希望を
尋ねた。選択肢は、平成22年に行った幼稚園・保育園の
調査16）の選択肢と同じものを使用し、それに、「従来の
伝統的な畳」「畳は使いたくない」の選択肢を加えた中か
ら、複数回答で選んでもらった。

その結果、雑菌を分解する「光触媒畳」の利用希望が
最も高くなった。次いで断熱効果・吸音効果のある「炭
化コルク使用畳」、カビが発生しにくい「和紙・デザイン
畳」であった。また、従来の「伝統的な畳」を選択してい
る人も1割程度おり、欠点はあるとしても、畳は伝統的
な形であるべきと考えている層が存在すると考えられ
る。

これを、子育てにおける畳の必要性別に見た結果を
図11に示す。

畳を「必要」と考えている人は、「光触媒畳」「炭化コル
ク使用畳」「和紙・デザイン畳」の割合が高く、雑菌・防カ
ビ・防音という点への対応を評価したものではないかと
考えられる。

一方、「必要でない」と考えている人に多かったのが
「ウォッシャブル畳」「いぐさ・カラー畳」であった。

ウォッシャブル畳は洗って汚れを落とすという汚れ
に強い点が特徴のものであるが、類似の機能を持った

「光触媒畳」や防カビ機能を持つ「和紙・デザイン畳」と同
程度以上の人が選択していることから、不要派は、自
らの手で汚れを落とすことが可能で、汚れが目に見え
て落ちるという実感が得られる点を重視しているので
はないかと考えられる。また、洗えるということは水
分に強いことが連想されることから、欠点の2位として
あげられていた「水分を落とすとしめる」という欠点を
補うことを評価しているとも考えられ、単なる汚れだ

図11　子育てにおける畳の必要性別に見た
新しい畳の利用希望

差があまり認められなかったのは「やわらかい畳」で、
畳の柔らかさへの評価は、子育てへの畳の必要性とは
関係がないものと考えられる。元々、畳には弾力性が
あることから、今ある以上の柔らかさは必要ないと考
えているとも推測できる。

また、畳は「必要でない」と考えている人に「畳は使い
たくない」と答えた人がいることから、畳不要派の中に
は、欠点をどのように補っても畳は使いたくないとい
う層が存在しているものと考えられる。

自由記述欄には、「こんなにたくさんの種類の畳があ
ることを初めて知った。」「値段が手ごろであればすぐに
でも使ってみたい。」等の意見も見られた。畳の特性や
新しい畳等、子育てをする保護者が情報を得られるよ
うな機会を設けることが求められると言えよう。

10. まとめ
「自宅」の場合に畳空間では様々な生活行為が行われ

ている割合が高かった。
詳細に見ると、「おむつ替え」は「自宅」の場合4割近い

家庭で行われており、「おもちゃで遊ぶ」、「昼寝」等の割
合が高かったこと、乳幼児は畳の上で「寝ころぶ」「ごろ
ごろする」という姿勢が見られること、体を動かす遊び
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Ⅳ. 要約
乳幼児のいる家庭における畳の使用状況、畳の上で

の乳幼児の様子、保護者の畳に対する意識などを調査
し、子育てにおける畳の意義、子育てにおいて求めら
れる畳像を検討することを目的として研究を行った。
結果を要約すると以下のようになる。

（1）乳幼児のいる家庭において約9割の住宅に畳があ
り、8割以上の人が、子育てにおいて畳が「必要で
ある」と考えていた。

（2）畳空間は「寝室」「多目的室」として多く使用されて
おり、子育てにおける使用の割合も高かった。生
活行為別では、「休養の場」としての使われ方と、「体
を動かす遊びの場」としての使われ方が見られた。
畳の上での乳幼児の様子は「姿勢に関すること」「気
持ちに関すること」「遊びに関すること」「その他」の
4つに分類することができ、姿勢に関する項目が最
も多かった。畳のもつ弾力性・保温性等といった利
点がこのような生活行為や乳幼児の行動に繋がっ
たものと考えられる。

（3）子育てにおける畳の利点は「直に寝転ぶことができ
る」の割合が最も高く、ハイハイをしたり寝ころん
だりすることが多い乳幼児をもつ保護者にとって
大きな利点となっていると言える。欠点は衛生面
であった。特に、畳の良さを活かしながらいかに
欠点を改善していくかが子育てにおける畳の使用
の課題と言える。

（4）畳への評価や新しい畳の利用希望は高かった。欠
点と重ね合わせると、「水をこぼすとしめる」ことが
最も嫌われていると考えられる。畳の特性や新し
い畳等、子育てをする保護者が情報を得られるよ
うな機会を設けることが求められる。
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